
学校関係者評価 改善策

重点目標 具体的な取組計画 達成の状況と成果(○)や課題(▲)
自己評価に対する地域学校運営理事会の

意見
改善策や次年度（次期）の計画
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○各クラスで、自分や友達のがんばりやよさを認め合う活動を行う。（例：は
なまる貯金、ビー玉貯金など）
○そうじピカピカ週間を学期に１回行う。
・「そうじに一生懸命取り組むことのできる子」を育てる。
・掃除後の班での振り返りを大切にする。
・「ぞうきんは６年生！掃除のお手本」
○縦割り班活動を、委員会で企画する。
　→縦割り班でのだんだんタイムも企画する。
   →はすだっこ遠足（縦割り班遠足）
○だんだんタイムの回数が昨年度より減るが、少ない回数の中で計画的に
行い互いのよさを認め合う場とする。

○終礼でのいいところ見つけはよかった。今後も継続して行う。
○ウォークラリーやだんだんタイムなど縦割りでの活動ができ
たのはよかった。年度始めや年度末にも行う。
▲掃除の取り組みに対する意識が児童・保護者と教員で差が
見られる。
▲新しく掃除場所の割り振りをしたため、教員の担当範囲が分
からないことがあった。教員の掃除の担当範囲が分かるように
しておくとよい。

・昨年度よりも否定的な回答をしてい
る割合が減少している。先生方の努
力によるところが大きい。子どもと先
生との関わりの中で、自他のよさを感
じている子どもが育っている。
・挨拶ができる子どもは、地域の宝で
ある。これからも挨拶をする子どもを
育てることが大切。

○今年度変更した教員の掃除の担当範囲の見直しを行い、共
有できるようにする。併せて、掃除の評価が適切に行われるよ
う工夫する。
○掃除の仕方を環境委員会を中心に動画で撮影し、全校に紹
介する。
○引き続き縦割り班活動の機会を大切にし、異学年での関わり
の中で児童を育てていく。
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○平田小　授業モデル５
⇒安心して学習に取り組むための授業のユニバーサル化
　□１時間の見通しを提示している
　□児童のふりかえりから、学習をスタートしている
　□児童が活動をする時間を取り入れている
　□肯定的な言葉がけを５回以上する
　□視点を示しながら、ふりかえりを書かせる
○２週間に１回の書取会
　⇒新出漢字の量を少なくし、短期間で書取会を回していくことで、目標を立
て学習する習慣づくりをねらう。
○10分間読書
　⇒黙って、静かに１０分間読書をする時間を作る。木曜日の国語10分間。
　　静かで落ち着いた雰囲気を学級集団で作ることで、安心できる学習環境
を整え、読書の習慣づけをねらう。
○年１回の図書館活用学習の実施
　⇒図書館司書と連携し、国語科の学習で、問題解決的な学習を実施する。

○教師が、授業モデル５をいつでも確認できる場所に掲示し、
いつも意識して取り組んでいる例もあった。
○2週間に1回の書取会にしたことで、学級の平均点が上がっ
ている。計画的に、学習することができる児童も増えてきている
と感じる。
○「木黙読書」を行ったことで、図書館来室回数が増えた。毎週
の10分間の読書を繰り返したことで、集中して10分読書するこ
とが苦ではなくなってきた様子がある。
○図書館活用学習は、全学年で実施できた。実践の蓄積方法
については、再考の余地がある。図書館司書と司書教諭で、蓄
積の方法は検討。次年度以降も、新年度に共通理解を図る。
▲平田小授業モデル５の実施率については、５つ全てに☑がつ
く割合が８．５割だった。引き続き全学級で取組を進めていく。

・読書は、新しい知識を得たり、自分
の考えを持つ上で大切である。読書
習慣作りを進めることは今後もぜひ進
めてもらいたい。

○「平田小授業モデル５」については、引き続き全学級で継続し
て取組を進める。
○２週間に１回の書取会、全学年で共通理解を行いながら、継
続して取り組む。
○「木黙読書」に継続して取り組み、児童の読書習慣作りを進
めていく。
○児童が気持ちのよい環境で学習に取り組むことができるよう
に、「教室環境（学習環境）を整える」ための金ぴかタイムを検
討する。
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【体育】
・業間マラソンの実施　　継続は力なり
・マラソン大会開催　　　地域への発信
・なわとび集会の実施　ブームの確立→１月後半予定
・年間計画の表示
・体育科学習の充実→中四国体育へ向けての準備と実践
めあてとふりかえり→つながり＆学期ごとの重点領域（授業公開とは別に→
夏まで「水泳学習」　冬まで「跳び箱」春まで「なわとび」）

【保健】
・はすだっこ健康計画の作成
・さわやか大作戦の実施
・学校保健委員会の開催
　　→1月２９日（木）【テーマ】SNS等　メディアとの付き合い方

『健康はつながっている』を合言葉に行う。

○計画通り実施し、児童の健康への関心を高めることができ
た。今後も持続可能な活動により、今ある活動をより充実させ
ていきたい。
・今ある活動をより充実させていく。
○中・四国小学校体育研究大会で平田小の取組成果を発表す
ることができた。３年間の集大成となった。子どもたちの学びに
向かう意識の高まりを他の教科につなげていきたい。
▲子どもたちの健康的な生活を継続させるためには、学校の取
組を保護者、地域へ発信していくことも必要である。この点につ
いては今後の課題である。

・体育の学習や様々な取組の充実
が、研究大会の成功につながった。
・規則正しい生活を学校と家庭が一
緒に取り組むことが大切。保健だより
の発行が家庭への啓発につながって
いる。

○さわやか大作戦の取組を継続し、保護者へもたより等で児童
の実態について情報提供を行う。
○児童のメディアとの関わり方については、引き続きPTA、地域
学校運営理事会、青少年育成協議会と連携を図りながら研修
の機会を検討する。
○業間マラソンや校内マラソン大会を継続し、体力アップに努め
る。校内マラソン大会については、保護者や近くの園・所にもお
知らせしていく。
○なわとび集会に向け、各学級で練習に励む姿が見られたの
で、引き続き、子ども自ら挑戦する姿が見られる場を作っていき
たい。
○ウォークラリーの内容を修正しながら、持続可能な活動にし
ていく。
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○地域の学習力を生かした学習の実施
・地域の学習講師とのねらいの共有
・学習ボランティアの積極的な活用
・クラブ活動（地域講師）の継続
○情報発信（地域）
・ホームページ、コミセン、ケーブルテレビ、学年別学習発表の場の利用な
ど、学年の実態に応じて行う。
○異年齢集団との関わり
・総合的な学習の時間の発表を異学年対象に行う。
・学習の成果物を図書館、平田コミセン等に展示する。

○地域講師と事前の打ち合わせをすることで、ねらいを達成で
きた。
○新しい見学先、講師を見つけることができた。（5年農業の学
習、平田船川の学習、３年豆腐の学習）
○ホームページ、ケーブルTV で、地域への発信はできた。
○他学年の発表を見学する機会を設け、関わり合うことができ
た。
▲職員が地域について知る機会が少なく、学習を深めたり広げ
たりすることが難しい。

・学校が求めるボランティア人材を発
掘するために、今後もコミセンと連携
を図るとよい。地域側も地域人材を把
握し、学校に紹介していきたい。
・教員が地域のひと・もの・ことを知る
ことで、授業づくりのヒントになる。夏
休みなどに、地域講師と教員が一緒
に地域をフィールドワークしてはどう
か。
・多くの地域の方に支えられた教育活
動は、子どもたちにもよい影響を与え
ている。

〇地域の力を取り入れた学習の充実に努める。本年度の学習
を振り返り、さらに、地域の力を取り入れた学習ができないか考
えて次年度へ引き継ぐ。それをもとに年度当初に地域ボランティ
アに来ていただく活動の見通しを立てる。
〇異学年交流や地域発信の計画を立てる。各学年で年間計画
を立てる時に、活動のゴールに、異学年発表や地域発信を設
定する。
○学習ボランティア等の人材募集についてコミセンや地域学校
協働活動推進員等と連携しながら計画する。
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○会議の精選と放課後の業務時間の確保
・職員会議の回数を減らし、会議議題の精選を図る
・職員終礼の活用(連絡事項は終礼で)
・職員会議、企画会の計画的な運営
・１時間年休の取得奨励
○事務的な作業の効率化
・SSSによる担任業務の負担軽減
・個人ボックスの活用

○SSSの活用により、担任業務の負担軽減につながった。
○２学期制にしたことで、学期始めに、教員が余裕をもって学級
の活動に取り組めることができた。
▲年度始めや学期始めには時間外勤務時間が長くなってお
り、さらなる改善が必要である。
▲日直業務の内容を検討し、負担軽減を検討する必要があ
る。
▲各種会議が時間超過することが多かった。時間調整に努め
ていく必要がある。

・２学期制が、子どもたちや教員に
とってメリットのあるものならこれから
も続けるとよい。
・２学期制は前期、後期の区切りがな
いので、メリハリをつけるような工夫
があるとよいのではないか。

○授業日数の年間計画をもとに、長期休業や放課後の業務時
間を確保する。
○日直業務の見直しを行う。
○特別支援や生徒指導に関するケース会議では事前資料を作
成し、時間超過を防ぐ。
○会議の目的を明確にし、検討課題の優先順位を意識した会
議設定を行う。
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○ICT活用スキルの系統的指導
・校内研修の実施
・児童の興味を高め、わかりやすい授業の展開
○タブレットPCの持ち帰りやタブレットドリルの活用
・実践上の課題の共有
○タブレットPCを活用した家庭学習の取組
・活用例や利点等の情報共有

○タブレットPC活用により、授業改善が進んだ。タブレットドリル
を使った家庭学習も日常的に取り組むことができた。
○振り返りの場面や意見交流場面において、タブレットPCを
使って情報共有することができた。
○教職員研修でタブレットを利用するなど、授業以外での活用
の機会が増えた。
▲タブレットの活用例や実践例を職員間で共有する必要があ
る。
▲ICT支援員によるサポートを今後さらに有効活用していく。

○引き続きタブレットPCの持ち帰りやタブレットドリルの日常的
活用を行う。
○引き続き実践上の課題を共有（タブレットPCの使い方や学校
での使い方の約束など）する。
○引き続き授業場面でICT支援員に参加してもらう。
○引き続きタブレットPCの家庭学習の取組事例を共有する。
○引き続きほっとルームでのタブレットPCを活用する。
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